
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【出題形式】 

問１：世界地理  

問２：日本地理 

問３：歴史（古代～近世） 

問４：歴史（近現代） 

問５：公民（経済） 

問６：公民（政治・国際・歴史融合） 

問７：「沖縄」に関する地歴融合問題 
 

出題の形式は大問数７で記述がないことは昨年と同様。設問

数は昨年度の32問から33問と１問増えて、６択・８択の選択

問題が２問増えた。大きな変化は日本史と世界史の融合問題

がなかったこと。しかし、歴史問題の問３と問４は年号を覚えて

おいた方が解きやすい問題が３問出題されている。また、問４

の（エ）は年表の時期と問われる時期が異なるため、問題文を

よく確認する必要がある。問７は沖縄に関する問題で直前５

点 UP プリントの「台風」と「中継貿易」が的中した。 

資料が増え、歴史はやや難化 

ウ 

≪入試に向けて≫ 

①Weekly Test と教科書で基本的

な知識や用語の復習を行っていく。

春から何度も覚え直してやっと定

着していく！ 

②歴史は年号ゴロ合わせも併用しな

がら、できごとの説明ができるように

覚える。 

歴史のできごとから時代や年号が

言えるようにする。 

③資料やグラフの読み取りに慣れる。

縮尺の計算、割合や％から数量も

計算できるようにする。 

計算力も問われている！ 

④問題のキーワードから、どの知識が

問われているかを推測する。 

入試問題・模試・テスト＆ゼミなど

でアウトプットの訓練！ 

問２：地理 【資料が全て最初に提示される形式が採用された】 

問７：沖縄の地歴融合問題 【中継貿易が的中】 


